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平
成
17
年
中
の
全
国
の
出
火
原

因
で
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
「
放

火
・
放
火
の
疑
い
」
で
、
全
体
の

21
％
を
占
め
、
２
位
の
こ
ん
ろ
（
10

％
）
、
３
位
の
た
ば
こ
（
10
％
）

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
家
の
中
の
火
災
予

防
だ
け
で
な
く
、
家
の
周
り
を
整

理
整
頓
し
、
燃
え
や
す
い
も
の
を

外
に
置
か
な
い
、
車
庫
や
物
置
な

ど
は
鍵
を
か
け
る
な
ど
の
対
策
が

必
要
で
す
。

　
火
災
の
発
生
は
夜
か
ら
明
け
方

の
就
寝
時
間
帯
に
多
い
こ
と
か
ら
、

逃
げ
遅
れ
が
原
因
で
亡
く
な
っ
た

方
は
63
％
に
も
の
ぼ
り
、
火
災
に

よ
る
死
傷
者
を
減
ら
す
上
で
、
早

期
に
火
災
を
察
知
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
こ
の

よ
う
な
状
況
を
背
景
に
昨
年
６
月

に
設
置
が
義
務
化
さ
れ
、
大
き
な

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
警

報
器
は
電
気
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
購
入
で
き
、
自
分
で
取

り
付
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
独
居
の
高
齢
者
が
増
え
る
中
、

平
成
17
年
中
に
お
け
る
火
災
の
犠

牲
者
の
内
、
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

が
占
め
る
割
合
は
45
％
に
も
な
り
、

体
力
的
条
件
が
悪
い
高
齢
者
が
火

災
に
気
づ
く
の
が
遅
れ
る
な
ど
し

て
逃
げ
遅
れ
、
犠
牲
に
な
る
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
普
段
か
ら
地
域
で
隣
近
所
の
連

携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
万
一
の

時
に
独
居
お
よ
び
高
齢
者
世
帯
の

支
援
が
で
き
る
温
か
い
近
所
づ
き

あ
い
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
電
気
機
器
端
末
の
短
絡

に
よ
る
と
み
ら
れ
る
火
災
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
建
物
や
電
気
機
器
の
老

朽
化
や
た
こ
足
配
線
の
多
用
、
電

気
機
器
を
正
し
く
使
用
し
て
い
な

い
な
ど
の
原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
コ
ン
セ
ン
ト
や
コ

ー
ド
は
修
理
・
交
換
す
る
と
と
も

に
、
電
気
機
器
は
正
し
く
使
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
消
防
課
予
防
係

3月1日（木）～

　　　3月7日（水）

出火原因別出火割合

放火・放火の疑い　　こんろ

たばこ　　たき火　　ストーブ

その他　　不明

こんろ

21.3

10.4

10.2

5.83.5

37.3

11.5

（％）



　
火
が
ほ
か
に
移
ら
な
い
う
ち
に

水
を
か
け
て
消
火
す
る
。

　
ガ
ス
を
止
め
た
あ
と
、
消
火
器

を
使
っ
て
消
火
す
る
か
、
ぬ
ら
し

た
シ
ー
ツ
や
座
布
団
で
ふ
た
を
す

る
と
火
は
収
ま
り
ま
す
。

　
現
在
は
片
手
で
扱
え
る
エ
ア
ゾ

ー
ル
式
簡
易
消
火
具
が
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
等
で
数
千
円
程
度
で
購
入

で
き
ま
す
。
殺
虫
ス
プ
レ
ー
程
度

の
大
き
さ
な
の
で
台
所
の
使
い
や

す
い
場
所
に
設
置
で
き
ま
す
。

　
水
を
使
う
の
は
厳
禁
！

※
多
く
の
電
気
コ
ー
ド
を
１
か

所
の
延
長
コ
ー
ド
に
接
続
し

た
配
線
。

　
安
全
、
便
利
だ
か
ら
ど
ん
ど
ん

接
続
し
て
よ
い
。

　
通
電
す
る
と
コ
ー
ド
や
ソ
ケ
ッ

ト
も
加
熱
さ
れ
、
延
長
コ
ー
ド
に

記
載
さ
れ
て
い
る
許
容
量
を
超
え

る
と
、
コ
ー
ド
な
ど
が
溶
け
て
漏

電
、
感
電
、
火
災
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ン
セ
ン
ト
差
し
込
み

口
付
近
は
脱
着
時
に
火
花
が
発
生

し
、
綿
ぼ
こ
り
な
ど
に
引
火
す
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
い
つ
も
き

れ
い
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
余
熱
で
洗
濯
物
を
乾
か
す
と
、

部
屋
の
湿
度
も
上
が
っ
て
良
い
。

　
思
っ
て
い
る
よ
り
ス
ト
ー
ブ
の

周
辺
は
熱
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
目
を
離
し
た
隙
に
、
洗
濯
物
が

ス
ト
ー
ブ
の
上
に
落
ち
た
り
、
フ

ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
前
の
タ
オ
ル
が

熱
く
な
っ
て
火
が
つ
く
こ
と
で
火

災
が
発
生
し
た
り
し
ま
す
。

　
消
防
隊
が
突
入
し
や
す
い
よ
う

に
、
ド
ア
や
窓
は
開
け
な
が
ら
避

難
す
る
。

　
空
気
を
閉
じ
こ
め
て
火
の
勢
い

を
抑
え
、
ま
た
、
延
焼
を
食
い
止

め
る
た
め
に
、
ド
ア
や
窓
は
可
能

な
限
り
閉
め
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
消
防
課
予
防
係

　
１
月
７
日
（
日
）
、
ラ
デ
ィ
ア

ン
裏
の
ふ
れ
あ
い
広
場
で
消
防
出

初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
消

防
活
動
に
貢
献
し
た
消
防
団
員
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
表
彰

第
３
分
団
　
分
団
長

　
秋
元
　
和
広
さ
ん
（
元
町
北
）

第
４
分
団
　
副
分
団
長

　
大
勝
　
健
治
さ
ん
（
中
里
）

第
４
分
団
　
班
長

　
相
原
　
智
明
樹
さ
ん
（
中
里
）

町
長
感
謝
状

第
４
分
団
　
団
員

　
西
山
　
忠
助
さ
ん
（
中
里
）

県
消
防
協
会
湘
南
支
部
長
表
彰

第
２
分
団
　
分
団
長

　
須
藤
　
正
高
さ
ん
（
下
町
）

第
４
分
団
　
分
団
長

　
戸
丸
　
幸
政
さ
ん
（
元
町
南
）

第
５
分
団
　
分
団
長

　
千
葉
　
勝
さ
ん
（
一
色
）

団
長
表
彰

第
１
分
団
　
班
長

　
原
　
克
義
さ
ん
（
茶
屋
）

第
１
分
団
　
班
長

　
田
津
原
　
寿
一
さ
ん
（
梅
沢
）

第
１
分
団
　
班
長

　
杉
崎
　
忠
誠
さ
ん
（
梅
沢
）

第
３
分
団
　
班
長

　
橘
川
　
登
夫
さ
ん
（
富
士
見
２
）

第
３
分
団
　
班
長

　
横
澤
　
馨
さ
ん
（
富
士
見
２
）

第
４
分
団
　
班
長

　
野
地
　
剛
さ
ん
（
中
里
）

第
４
分
団
　
班
長

　
西
本
　
雄
祐
さ
ん
（
中
里
）

第
４
分
団
　
団
員

　
若
菜
　
健
一
さ
ん
（
中
里
）

第
４
分
団
　
団
員

　
片
山
　
淳
さ
ん
（
百
合
１
）

第
５
分
団
　
団
員

　
関
野
　
浩
行
さ
ん
（
緑
が
丘
）

救
助
工
作
車
を
使
っ
た
訓
練
を
実
施

火
が
出
て
い
る
天
ぷ
ら
鍋
に
水
を
入
れ

た
直
後
の
様
子



　
平
成
17
年
度
の
行
政
活
動
の
結

果
に
つ
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

と
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
作
成
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
行
政
活
動
の
結
果
の
う
ち
、
不

動
産
や
基
金
な
ど
の
資
産
と
し
て

残
る
も
の
は
前
年
度
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
に
加
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で

の
行
政
活
動
で
形
成
さ
れ
た
す
べ

て
の
資
産
と
そ
の
財
源
と
し
て
表

さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
単
年
度
の
費
用
と
し
て

支
出
さ
れ
た
も
の
や
建
物
の
減
価

償
却
費
な
ど
は
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
に
計
上
さ
れ
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に

か
か
っ
た
一
年
間
の
費
用
と
し
て

表
さ
れ
ま
す
。

　
18
年
３
月
末
日
現
在
の
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
（
特
別
会
計
を
含
む
）

を
み
る
と
、
町
に
は
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
や
下
水
道
な
ど
の
固
定
資

産
が
４
２
１
億
円
、
基
金
な
ど
そ

の
他
の
資
産
が
28
億
円
あ
り
、
そ

れ
ら
の
財
源
と
し
て
、
地
方
債
の

借
入
な
ど
で
１
４
２
億
円
、
一
般

財
源
な
ど
で
３
０
７
億
円
が
充
て

ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
、
17
年

度
中
の
行
政
活
動
の
結
果
、
資
産

合
計
は
３
億
円
増
え
、
そ
の
財
源

と
し
て
地
方
債
の
借
入
な
ど
３
億

円
が
充
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
み
る
と
、

17
年
度
は
、
民
生
費
が
も
っ
と
も

多
く
17
億
円
、
次
い
で
教
育
費
で

11
億
円
、
土
木
費
、
衛
生
費
が
と

も
に
10
億
円
、
総
務
費
、
行
政
目

的
別
に
分
け
ら
れ
な
い
全
庁
的
な

コ
ス
ト
な
ど
で
18
億
円
、
合
計
す

る
と
66
億
円
（
特
別
会
計
を
除
く
）

の
行
政
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
、
年
度
末
の
住
民
基
本

台
帳
人
口
を
用
い
て
換
算
す
る
と
、

昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
、
町
民
一

人
当
た
り
21
万
６
０
８
２
円
の
コ

ス
ト
が
か
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
と
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
掲
載
し

ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
財
政
課
財
務
係

借　　方 貸　　方

［資産の部］
１．有形固定資産

　公共施設や土地など

421億1,380万円

２．投資等

　特定目的基金など

12億5,113万円

３．流動資産

　財政調整基金・

　地方税等の未収金など

15億4,268万円

資 産 合 計
449億   761万円

［負債の部］
１．固定負債

　地方債の元金など

135億2,283万円

２．流動負債

　翌年度償還予定額など

7億2,226万円

負 債 合 計
142億4,509万円

［正味資産の部］
正味資産合計

　　一般財源など

306億6,252万円

負債・正味資産合計
449億   761万円

◎行政コスト 66億1,988万円

１．民生費 17億   481万円
障害者・老人・児童などの福祉にかかる経費

２．教育費 10億7,513万円
小・中学校、生涯学習・スポーツにかかる経費

３．衛生費 10億2,048万円
保健、環境保全、ごみ・し尿処理にかかる経費

４．土木費 10億   237万円
道路・河川・公園などにかかる経費

５．総務費 8億9,649万円
住民登録、町税賦課、庁舎管理など行政の運営にかかる経費

６．消防費 4億2,007万円
消防・救急にかかる経費

７．農林水産業費 1億4,364万円
農業・林業・水産業の振興にかかる経費

８．議会費 1億3,153万円
議会の運営にかかる経費

９．商工費 7,011万円
商工業・観光の振興などにかかる経費

10．その他 1億5,525万円
公債費の償還利子などにかかる経費

◎住民一人当たり行政コスト 21万6,082円

（平成18年3月31日現在住民基本台帳人口30,363人を用いて計算）

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と

　
　
　
　
　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と

　
　
　
　

　
　
　
　
　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と

　
　
　
　
　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

バランスシート…貸借対照表。左には「資産」の内訳

を、右には「負債」と「資本」の内訳。

行政コスト計算書…資産形成以外の行政活動にかかる

コスト。サービスに要した費用。



１年前納

６か月前納

現金納付 口座振替



　
最
近
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
ら
れ
、

運
転
免
許
証
な
ど
が
な
い
と
困
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
「
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
（
住
基
カ

ー
ド
）
は
公
的
な
身
分
証
明
書
と

し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
住
基
カ
ー
ド
は
、
顔
写
真
付
き

と
顔
写
真
な
し
の
２
種
類
か
ら
選

び
ま
す
が
、
顔
写
真
の
な
い
住
基

カ
ー
ド
は
、
身
分
証
明
書
と
し
て

認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
認
印

②
顔
写
真
付
き
の
場
合
は
、
顔
写

真
（
縦
45
㎜
・
横
35
㎜
、
上
半

身
、
正
面
、
無
帽
子
、
無
背
景

で
撮
影
半
年
以
内
の
も
の
）

③
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
で

き
る
書
類
（
※
無
い
場
合
は
健

康
保
険
証
）

　
カ
ー
ド
は
申
請
さ
れ
て
か
ら
１

週
間
後
に
交
付
さ
れ
、
有
効
期
間

は
10
年
間
で
す
。

①
４
桁
の
暗
証
番
号
（
生
年
月
日

な
ど
他
人
に
分
か
り
や
す
い
数

字
は
避
け
ま
し
ょ
う
）

②
発
行
手
数
料
　
５
０
０
円

　
公
的
個
人
認
証
と
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
申
請
・
届
出

を
行
う
際
に
、
他
人
に
よ
る
な
り

す
ま
し
申
請
や
通
信
途
中
で
の
改

ざ
ん
な
ど
が
な
い
よ
う
電
子
証
明

書
を
発
行
す
る
公
的
な
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

　
電
子
証
明
書
は
、
住
基
カ
ー
ド

の
中
に
格
納
さ
れ
ま
す
。
電
子
証

明
書
の
発
行
を
受
け
る
に
は
、
住

基
カ
ー
ド
取
得
後
、
別
途
手
続
き

が
必
要
で
す
。

①
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

②
写
真
な
し
の
住
基
カ
ー
ド
の
場

合
は
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
顔
写
真
付
き
の
本
人
確

認
で
き
る
書
類

③
４
〜
16
桁
の
暗
証
番
号

④
手
数
料
　
５
０
０
円

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き

る
パ
ソ
コ
ン
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
（
カ
ー
ド
の
読
取
装
置
）

が
必
要
で
す
。

　
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
３

年
間
で
す
。
失
効
さ
れ
る
と
、
電

子
署
名
が
必
要
な
手
続
き
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
更
新
時
に
必
要
な
も

の
は
発
行
時
と
同
じ
で
、
有
効
期

間
満
了
の
３
か
月
前
か
ら
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
失
効
し
た
後
で
も
新
し

い
電
子
証
明
書
の
発
行
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
民
課
戸
籍
住
民
係

　
町
民
相
談
窓
口
で
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
日
常
生
活
で
お
困
り
の

こ
と
や
、
行
政
関
係
機
関
等
で
わ

か
ら
な
い
こ
と
な
ど
の
ご
相
談
を

お
受
け
し
、
町
で
す
ぐ
で
き
る
こ

と
は
「
迅
速
」
に
対
応
し
、
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
相
談
の
内
容
に
応
じ

て
、
よ
り
専
門
的
な
相
談
機
関
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
地
域
推
進
課

　
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　
　
近
所
の
空
き
地
に
草
が
生
い

茂
り
、
衛
生
面
や
火
事
な
ど
が

心
配
。
草
刈
を
し
て
ほ
し
い
の

で
す
が
…

　
　
土
地
の
管
理
は
所
有
者
が
行

う
べ
き
も
の
で
す
。

　
　
町
で
は
相
談
者
と
現
地
を
確

認
し
ま
す
。
そ
し
て
所
有
者
を

調
査
し
、
町
か
ら
文
書
で
早
急

な
対
応
と
今
後
の
定
期
的
な
管

理
を
依
頼
し
ま
す
。

昭和50年8月5日　　性別　男
住基太郎
 ○○○○○○○○○○○二宮町役場町民課　TEL0463-71-3311



第18回

収集した蛍光管、電池のゆくえ

－循環型社会の構築に向けて－

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

過去５年間の蛍光管類、電池の処理量の推移

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度

（Kg）

電池

蛍光管類

9,0159,015

3,7003,700

7,0357,035

8,0208,020 8,2558,255 8,6508,650

8,9808,980 8,9808,980 9,1909,190
9,8109,810

9,015

3,700

7,035

8,020 8,255 8,650

8,980 8,980 9,190
9,810

　
回
収
し
た
蛍
光
管
類
は
、
ド
ラ

ム
缶
に
入
れ
て
長
野
県
内
の
民
間

処
理
場
へ
運
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

処
理
場
で
蛍
光
管
の
組
成
成
分
の

約
90
％
を
占
め
る
ガ
ラ
ス
類
を
リ

サ
イ
ク
ル
に
回
し
た
後
、
残
り
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
か
ら
長

野
県
内
の
民
間
最
終
処
分
場
へ
埋

め
立
て
て
い
ま
す
（
写
真
）
。
な

お
、
町
で
は
一
年
に
一
度
、
現
地

調
査
を
実
施
し
処
理
状
況
を
確
認

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
電
池
に
つ
い
て
は
、
広

域
回
収
・
処
理
ル
ー
ト
に
よ
り
北

海
道
に
あ
る
民
間
処
理
場
へ
運
ん

で
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
電
池
に

含
ま
れ
る
鉄
や
水
銀
、
亜
鉛
、
マ

ン
ガ
ン
な
ど
で
き
る
だ
け
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
い
ま
す
。

　
蛍
光
管
類
は
、
年
２
回
、
３
月

と
９
月
の
地
区
ご
と
に
指
定
し
た

曜
日
に
収
集
し
て
い
ま
す
。
そ
の

際
、
「
蛍
光
灯
（
直
管
、
サ
ー
ク

ル
管
）
」
と
「
電
球
」
は
別
々
の

ビ
ニ
ー
ル
袋
等
に
分
け
て
出
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
電
池
は
、
同
じ
く
年
２
回
で
、

６
月
と
12
月
の
地
区
ご
と
に
指
定

し
た
曜
日
に
収
集
し
て
い
ま
す
。

電
池
は
「
そ
の
他
」
の
区
分
に
該

当
し
ま
す
が
、
ほ
か
の
も
の
と
処

理
方
法
が
違
う
た
め
、
分
け
て
出

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
平
成
17
年
度
で
は
町
全
体
の
ご

み
処
理
量
は
約
１
０
，

５
０
０
ト

ン
で
す
。
そ
の
う
ち
蛍
光
管
類
と

電
池
の
占
め
る
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ

約
０
・
１
％
で
過
去
５
年
間
の
処

理
量
の
推
移
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り

で
す
。

　
蛍
光
管
類
、
電
池
い
ず
れ
の
処

理
量
も
大
き
な
変
化
は
な
い
も
の

の
微
増
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
蛍
光
管
類
に
つ
い
て
は
、

平
成
13
年
度
か
ら
新
た
に
収
集
区

分
を
設
け
た
た
め
、
約
半
年
分
の

処
理
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
水
銀
、
亜
鉛
、

マ
ン
ガ
ン
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
て
処

理
が
困
難
な
蛍
光

管
類
、
電
池
は
他

の
ご
み
よ
り
手
間

と
処
理
経
費
が
か

か
り
ま
す
が
、
適

正
な
処
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

年に一度現地確認を実施（長野県内の最終処分場）

～ 蛍光管類・電池の処理の流れ ～

長野県内長野県内 北海道内北海道内長野県内 北海道内処理処理・処分処分処理・処分

電池電池蛍光管蛍光管 電池蛍光管

二宮町二宮町二宮町

※13年度は途中から収集のため、少なくなっています。



　
町
職
員
の
数
や
給
与
は
、
地
方
公
務
員
法
な
ど
の
法
令
に
従
っ
て
条
例

で
定
め
て
い
ま
す
。
そ
の
額
は
、
生
計
費
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
、
民
間

企
業
に
従
事
す
る
方
の
給
与
な
ど
を
考
慮
し
、
国
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ

て
決
定
さ
れ
ま
す
。

☆人件費の状況（一般会計決算）

☆職員給与費の状況（一般会計決算）

☆職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（18年 4月 1日現在）

☆職員手当の状況（17年度実績）

☆職員の初任給の状況（18年 4月 1日現在）

区　分
住民基本台帳
人口（年度末）

歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ
人件費率
（Ｂ/Ａ）

16年度の
人件費率

17年度
人

30,636
千円

7,136,295
千円

275,588
千円

1,757,291
％
24.6

％
23.5

区　分

17年度
人
201

千円
699,739

千円
233,718

千円
302,145

千円
1,235,602

（Ｂ/Ａ）千円
6,147

職員数Ａ
一人当たり
給与費

給　与　費

給　　料 職員手当
期末・
勤勉手当

計　　Ｂ

区　　分 二 宮 町

平均給料月額

平均年齢

平均給料月額

平均年齢

291,649円

39.2歳

222,191円

46.5歳

328,477円

40.4歳

380,165円

44.5歳

286,500円

48.4歳

一般行政職

技能労務職

国 神奈川県

区　　分

一般行政職

技能労務職

大 学 卒

高 校 卒

高 校 卒

中 学 卒

二 宮 町 国 神奈川県

初 任 給
採用２年

経過日給料額
初 任 給

採用２年
経過日給料額

初 任 給
採用２年

経過日給料額

170,200円

142,800円

131,500円

120,200円

183,800円

153,800円

140,300円

127,700円

170,200円

138,400円

183,800円

148,000円

176,800円 188,300円

地域手当
（平成18年３月
　31日まで調整
　手当）

支給率

一人当たり
平均支給年額

対象職員

給料月額・扶養手当・管
理職手当の合計額の10％

380,494円

全職員

特殊勤務
手　　当

手当の種類

対象職員
一人当たり
平均支給年額

対象職員の
割合

徴収手当・清掃作業手当・感
染症のまん延防止作業手当・
災害出動手当・救急出動手当

15,027円

22.6％

時 間 外
勤務手当

管 理 職
手　　当

支 給 総 額 50,379,929円

28,352,375円支 給 総 額

対象職員一人当たり
平均支給年額

対象職員一人当たり
平均支給年額

340,405円

708,809円

期 末 ・
勤勉手当

６月

2.10

12月

2.35

合　計

4.45（月分）

退職手当

区　　　分

勤 続 20 年 23.5  月分

33.5  月分

47.5  月分

59.28月分

30.55  月分

41.34  月分

59.28  月分

59.28  月分

勤 続 25 年

勤 続 35 年

最高限度額

自 己 都 合 勧奨・定年

その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置（ 2～20%加算）

一人当たり平均支給額
　定年・勧奨等９名 19,424,280円
　自己都合等４名 5,554,100円

扶養手当

住居手当

通勤手当

配偶者

最高限度額

交通機関利用者　最高限度額

その他3人目以降

扶養親族でない配偶者を
有する場合の１人目の子等

上記の場合の2人目、または
配偶者以外の扶養親族２人まで

配偶者のいない職員の
扶養親族１人

交通用具使用者
　2km以上から60km以上まで13段階

満16歳の年度当初から満22歳の
年度末までの子1人当たり加算

13,000円

6,500円

6,000円

5,000円

11,000円

5,000円

27,000円

55,000円

2,200円～
24,500円

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

（注）1．職員手当には退職手当を含まない。
　　　2．特別職は含まない。
　　　3．職員数は、平成17年 4月 1日現在の人数である。

（注）退職手当の一人当たり平均支給額は、前年度（17年度）
　　　に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。

18年４月１日現在



☆部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在） ☆職種別職員数（18年4月1日現在）

☆一般行政職の級別職員数の状況（18年4月1日現在）

☆特別職の報酬等の状況（18年4月1日現在）

☆職員研修の実施結果☆職員の分限・懲戒処分の状況（17年度）

☆ラスパイレス指数の推移

職員数（人） 

17年 18年 

対前年
増減数 主な増減理由

一般行政部門
（総務・民生・
経済環境・建設）

公営企業等会計部
門（国保・老健・
介護・下水道事業）

特別行政部門
（教育・消防）

合計

条例で定められた
職員定数

129 127

72 71

19 21

△2

△1

2

会計区分の異動

給食調理員の
定年退職

会計区分の異動

220 219 △1

241 241

区　分 合　計給料月額等

期末手当（17年度実績）

6月 12月

町　長 823,000円

651,000円

377,000円

294,000円

268,000円

助　役

議　長

副議長

議　員

月分

2.10 

月分

2.30 

月分

2.35 

月分

4.45 

月分

4.85 

月分

2.55 神奈川県

県内市町村中の順位

二 宮 町

99.6 101.4

37位 36位

89.8 91.3

16年度 17年度

101.1

33位

91.4

18年度

※ラスパイレス指数‥国家公務員一般行政職の基本給の平均を100
として、各団体における一般行政職の基本給の平均を比較した
ときの指数。

※平成16・17年度は県内37市町村での順位。平成18年度からは相
模湖町と津久井町が相模原市と合併したことに伴い、県内35市
町村での順位。

技能労務職
（給食調理員など）

12人

消防職　38人

保健師　5人
保育士　5人
栄養士　1人

税務職　13人

一般行政職　144人
指導主事　1人

主事補級　24人

主事級　26人

主任主事級　18人

係長級　30人

主査級　13人

課長補佐級
7人

課長級　20人

部長級　6人

合　計
219人

合　計
144人

市町村研修センター

都市整備技術センター

市町村振興協会

自治大学校

ＯＡ専門研修

ＯＡ研修

普通救命講習

意識改革研修

合同研修（一市二町）

地域別研修（三町）

新採用職員研修

健康管理研修

人権研修

17年実績

24

101

20

0

13

10

9

7

82

8

0

0

4

278

16年実績

19

77

26

38

24

112

11

14

74

7

0

1

4

407

基礎研修

テーマ別研修

派遣研修

合　　計（延人数）

分限処分を受けた者

（心身の故障による）

懲戒処分を受けた者

降 任 停 職 休 職

免 職 停 職 減 給 戒 告

0（0） 0（0） 4（4）

0（0） 0（0） 0（3） 0（0）

（人）

（人）

※（　）内は前年度の状況



認

知

症
　
〜 

あ
な
た
は
大
丈
夫
？ 

〜

　
　
　
　
　
　 

予
防
と
早
期
発
見

　
社
会
の
高
齢
化
に
と
も
な
っ
て
、

認
知
症
の
お
年
寄
り
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
よ
り
よ
い
老
後
を
過
ご

す
た
め
に
は
、
心
身
の
健
康
づ
く

り
だ
け
で
な
く
、
脳
の
健
康
づ
く

り
も
大
切
で
す
。

＊
一
年
前
に
く
ら
べ
て
こ
ん
な

　
　
　
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
か
＊

　
○
物
覚
え
が
悪
く
な
っ
た
！

　
○
集
中
力
が
な
く
な
っ
た
！

　
○
段
取
り
が
悪
く
な
っ
た
！

　
こ
ん
な
症
状
が
顕
著
な
ら
、
医

師
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
認
知
症
は
、
大
き
く
分
け
て
「
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
」
と
「
脳
血
管

性
」
の
２
つ
の
タ
イ
プ
に
わ
か
れ

ま
す
。

　
ゆ
っ
く
り
進
行
し
、
自
覚
症
状

は
少
な
い
が
、
早
期
に
発
見
・
対

応
す
れ
ば
薬
な
ど
で
進
行
を
遅
ら

せ
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
男
性
よ
り
女
性
に
多
い
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

　
脳
梗
塞
な
ど
、
脳
の
血
管
に
障

害
が
起
こ
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

頭
痛
や
め
ま
い
な
ど
の
自
覚
症
状

が
あ
っ
た
り
、
寝
た
き
り
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。
進
行
が
早
く
、
事

前
の
予
防
が
大
切
で
す
。
比
較
的

男
性
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
う
つ
病
や
水
頭
症
・
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
・
薬
の
副
作
用
な
ど
、
そ

の
他
の
病
気
の
症
状
と
し
て
認
知

症
や
、
と
き
に
認
知
症
に
よ
く
似

た
症
状
が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
年
の
せ
い
だ
か
ら
…
」
と
認

知
症
を
誤
解
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

認
知
症
は
れ
っ
き
と
し
た
「
病
気
」

で
あ
り
、
発
症
前
の
予
防
が
一
番

大
切
で
す
。

　
次
の
こ
と
に
注
意
を
し
て
生
活

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

１
　
生
活
習
慣
病
の
予
防
す
る

２
　
適
度
な
運
動
を
す
る

３
　
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心

が
け
る

４
　
日
常
生
活
を
活
発
に
す
る

　
発
症
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
症

状
の
進
行
具
合
に
よ
っ
て
は
、
治

療
や
対
処
の
仕
方
が
違
う
の
で
、

１
日
も
早
い
発
見
と
正
確
な
診
断

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
の
症
状
の
あ
る

お
年
寄
り
に
対
す
る
ケ
ア
の
基
本

は
、
本
人
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を

取
り
除
い
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
ご
家
族
の
正
し

い
知
識
と
理
解
も
重
要
で
す
。

　
高
齢
介
護
課
高
齢
福
祉
係

　
２
月
７
日
と
21
日
に
認
知
症
予

防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

時
間
　
13
時
〜
16
時

会
場
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員
　
先
着
30
名
（
無
料
）

※
詳
細
は
お
知
ら
せ
版
２
月
号
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
10
人
以
上
集
ま
れ
ば
、
あ
な
た

の
希
望
す
る
場
所
・
時
間
に
無
料

で
開
催
し
ま
す
。
仲
間
で
認
知
症

の
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か
？

老化にともなう物忘れと認知症による物忘れの違い

老化にともなう物忘れ 認知症による物忘れ

○体験の一部分だけを忘れている ○体験そのものを忘れている

○状態は進行しない ○病状が進行する

○自分がもの忘れしたことを
　認識している

○自分がもの忘れしたことを
　認識していない

○家族・自分の場所・季節を
　認識している

○家族・自分の場所・季節が
　わからなくなる

日常生活に支障はない 日常生活に支障をきたす

１．地域包括支援センター“つばき”

　71－7085 （土・日を除く9～17時）

2．介護支え合い相談

　0120－070－608 （土・日を除く10～15時）

3．（社）認知症の人と家族の会（日本アルツハイマー病協会）

　0120－294－456 （土・日を除く10～15時）

4．ぼけ110番（財団法人 ぼけ予防協会）

　0120－654－874 （月・木10～15時）

※すべて祝日・年末年始は休み　※介護者の相談も受けています
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～活かします　あなたの納める貴重な税～



古紙・布類

資源ごみの収集量と売却代金

ビン・ガラス類

金属・空カン類

樹 脂 類

218,850㎏

１２月分 前月比

11,030㎏

25,348㎏

10,950㎏

1,444,863円

6,880円

213,172円

5,469円

57,660㎏

1,000㎏

2,325㎏

1,160㎏

407,125円

1,670,384円 425,305円

2,840円

14,268円

1,072円

金額総計
（売却代金は町の会計に入る）

町の人口（平成19年1月1日現在）
総　数

男

女

世帯数

29,917人
14,507人
15,410人
11,092世帯

（－13）
（－ 9）
（－ 4）
（＋ 5）

（　）内は前月比。

※平成17年国勢調査結果を基礎数値にしています。

工業統計調査にご協力
ありがとうございました

製造事業所の皆さま



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

ー

ノ

カ
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せ
き
　

し

セ

ー

ノ

カ

ミ

　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
め
　
な
わ

　
二
宮
町
内
に
は
40
基
ほ
ど
の
道

祖
神
が
あ
り
ま
す
。
セ
ー
ノ
カ
ミ

サ
ン
と
も
呼
ば
れ
、
昔
か
ら
地
域

の
人
々
に
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
道
祖
神
は
石
で
作
ら
れ
て
い

て
、
○
△
□
の
石
を
積
み
重
ね
た

五
輪
塔
、
２
人
の
神
様
が
彫
ら
れ

た
双
体
像
、
道
祖
神
と
書
か
れ
た

文
字
碑
、
石
祠
や
棒
の
形
を
し
た

も
の
な
ど
実
に
多
様
で
す
。

　
国
道
１
号
線
沿
い
に
あ
る
消
防

団
第
１
分
団
の
火
の
見
や
ぐ
ら
下

に
は
道
路
の
拡
幅
工
事
な
ど
に
よ

り
集
め
ら
れ
た
石
仏
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
寛
政
２

（
１
７
９
０
）
年
に
造
ら
れ
た
双

体
道
祖
神
が
あ
り
ま
す
。
高
さ
52

セ
ン
チ
で
、
両
神
と
も
に
胸
の
前

に
手
を
揃
え
た
可
愛
ら
し
い
姿
で

す
。
頭
を
見
る
と
、
髪
形
に
し
て

は
少
々
不
自
然
に
と
が
っ
た
形
を

し
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　
ど
う
や
ら
こ
れ
は
三
角
の
形
を

し
た
頭
巾
を
被
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
不
思
議
な
こ
と
に
頭
巾
姿
の

道
祖
神
は
、
山
西
・
川
匂
地
区
以

外
で
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
ふ
く
よ
か
な
丸

顔
に
穏
や
か
な
ほ

ほ
え
み
を
浮
か
べ

た
道
祖
神
は
、
子

ど
も
の
成
長
を
見

守
る
神
、
家
内
安

全
、
無
病
息
災
の

神
と
し
て
、
今
日

も
風
雨
に
耐
え
な

が
ら
、
私
た
ち
を

温
か
く
見
守
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　
セ
ー
ト
バ
レ
エ
は
毎
年
１
月
14

日
に
行
わ
れ
る
道
祖
神
の
お
祭
り

で
す
。
ど
ん
ど
焼
、
ダ
ン
ゴ
焼
と

も
い
い
ま
す
。
お
正
月
に
飾
っ
た

門
松
や
注
連
縄
・
古
く
な
っ
た
お

札
や
ダ
ル
マ
な
ど
を
集
め
、
や
ぐ

ら
を
作
っ
て
燃
や
し
ま
す
。
そ
の

や
ぐ
ら
を
サ
イ
ト
と
い
い
、
大
き

い
も
の
で
は
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
に

及
び
ま
す
。
サ
イ
ト
に
火
が
つ
け

ら
れ
る
と
、
持
ち
寄
っ
た
色
と
り

ど
り
の
ダ
ン
ゴ
を
火
で
あ
ぶ
り
ま

す
。
サ
イ
ト
の
煙
に
あ
た
り
、
火

で
あ
ぶ
っ
た
ダ
ン
ゴ
を
食
べ
る
と

１
年
中
風
邪
を
ひ
か
ず
健
康
に
過

ご
せ
る
と
い
い
ま
す
。
初
春
の
風

物
詩
と
し
て
町
内
の
各
地
区
で
に

ぎ
や
か
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
山
西
２
２
８
―

４

　
　
　
（
火
の
見
や
ぐ
ら
）

　
　
　
　
　
山
西
バ
ス
停
よ
り
徒

歩
１
分
。
消
防
団
第
１
分
団
そ
ば
。

越
地
地
区
の
サ
イ
ト
と
ダ
ン
ゴ
焼
（
今
年
１
月
14
日
）

寛
政
２
年
作
の
セ
ー
ノ
カ
ミ

左
か
ら
　
橋
さ
ん
、
萩
原
さ
ん

下水道作品コンクール下水道作品コンクール下水道作品コンクール下水道作品コンクール下水道作品コンクール

萩原さんと　橋さんが

　　　　　　みごと入賞！



新春新春
　ロードレース大会ロードレース大会
新春新春
　ロードレース大会ロードレース大会
新春新春
　ロードレース大会ロードレース大会
新春新春
　ロードレース大会ロードレース大会
新春新春
　ロードレース大会ロードレース大会
新春
　ロードレース大会

新春ロードレース大会

各部門第１位　　　　　　　　（敬称略）

市町村対抗かながわ駅伝競走大会  二宮町代表選手（敬称略）

部　　門 氏　　名

中学生女子 ３㎞

中学生男子 ３㎞

一般男子 ７.５㎞
（全年齢総合）

鎌田歩実
（二宮中）

田中健介
（二宮中）

谷口武志

時間

13分47秒

10分30秒

26分32秒

一般女子 ３㎞ 林　明子 12分50秒

※11名の選手の中から、７名が出場します。
※今年より高校卒業時在住市町村を所属市町村とすることが
　認められました。

区分

監督

男子

男子

中学
男子

女子

氏　　　　名

前田憲一郎（梅沢）

古澤秀和　（下町）

土井日輝　（元町南）

加藤直樹　（富士見が丘１）

中木場祐也（元町北）

石山弘太郎（釜野）

高橋健太郎（下町）

中崎幹大　（釜野）

田中健介　（中町）

佐々木尚樹（松根）

神保雅子（※元　元町北）

細野友美　（中里）

区分 氏　　　　名

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ

ー
ス
で
ゴ
ー
ル
イ
ン

　
県
の
統
計
調
査
員
の
越
地
昌

子
さ
ん
（
百
合
が
丘
在
住
）
に

経
済
産
業
大
臣
か
ら
、
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
勢
調
査
調
査
員
に

永
年
従
事
し
た
岩
崎
敏
夫
さ
ん

（
緑
が
丘
在
住
）
と
廣
川
榮
子

さ
ん
（
中
里
在
住
）
、
県
の
統

計
調
査
員
で
国
勢
調
査
指
導
員

に
従
事
し
た
高
橋
テ
ル
子
さ
ん

（
越
地
在
住
）
と
松
本
篤
子
さ

ん
（
一
色
在
住
）
に
総
務
大
臣

か
ら
、
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
受
賞

・
経
済
産
業
省
所
管
統
計
調
査
功

労
調
査
員
に
対
す
る
感
謝
状

　
小
崎
サ
ヨ
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
釜
野
在
住
）

・
神
奈
川
県
統
計
功
績
者
表
彰

　
工
藤
晴
子
さ
ん

　
　
　
　
（
富
士
見
が
丘
在
住
）

・
神
奈
川
県
統
計
協
会
表
彰

　
田
邊
勝
子
さ
ん
（
梅
沢
在
住
）

　
小
野
由
美
子
さ
ん

　
　
　
　
（
富
士
見
が
丘
在
住
）

　
地
域
推
進
課
広
報
広
聴
係

統
計
調
査
員
に
表
彰
状

統
計
調
査
員
に
表
彰
状

統
計
調
査
員
に
表
彰
状

　　　神奈川県統計大会会場で
左から越地さん、岩崎さん、廣川さん、
高橋さん（松本さんは欠席）
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